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〜健康脆弱化の予知・予防・改善〜
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１.プロジェクトのビジョン
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Vision1
2017-2019年に⾏ってきた「健康⽣き活き羅針盤リサーチコンプレックスプログラム」において約4,000⼈の新規健康計測を⾏い、健康関数®を⽤いた総合
的健康度のポジショニングマップ上に個⼈個⼈の情報をプロットすることに成功した。さらに新規開発の計測項⽬をオプションとして加えつつ、総合的健康度ポ
ジショニングマップを⾃動化する。これを⽤いて、企業の「健康維持・増進を訴求する製品」の⽐較的⻑期の効果評価と「健康経営」の成果評価、地⽅⾃治
体の健康政策の評価、保険点数の客観的指標確⽴などに⽤いるための基盤形成事業を⾏う。

Vision2
「健康⽣き活き羅針盤リサーチコンプレックスプログラム」で開発した健康関数®を⽤いた総合的健康度のポジショニングマップに様々な疾患を発症した患者や
回復患者に対して、同⼀計測項⽬を加えた計測を⾏い、AIによるパスウェイ解析の俎上に乗せる。本解析基盤の構築により、より精度の⾼い未病域のリ
スク群、疾患発症のリスク群の抽出ができ、これまでの健常者域でのハイリスク群抽出とそのパスウェイ解析⼿法が適正かどうかの評価判定ができる。⼀⽅で
パスウェイ予測によるソリューション開発ビジネスにつなぐことができる。

Vision3
「健康⽣き活き羅針盤リサーチコンプレックスプログラム」で開発した健康関数®を⽤いた総合的健康度のポジショニングマップへの個⼈の現在地プロットと
AIによるパスウェイ解析による予測を⽤いて、今後数か⽉〜数年にわたり必要とされるソリューションの最適化とそのメニュー算出の根拠データベースを作成す
る。この個別健康維持・増進ソリューション開発ビジネスを展開する産業界を中⼼に、アカデミア・国/⾃治体とともに、とくに中⻑期の製品評価が可能。近未
来型のソリューション個別メニューの提案を独占的な事業とする。

個別健康の最⼤化により健康寿命を延伸する
ヘルスケアDX、ライフシフトソリューション（⼈⽣100歳時代に対応した健康課題の解決）
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２.プロジェクトの推進
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プロジェクト全体は、⼤きく「Medical Edge」 「Healthcare Edge」 「Social Edge」の３つから構成される。それぞれに、出⼝
（事業化）を想定したコンソーシアムを設置し、３つのコンソーシアムが相互に連携・協働し、新たなヘルスケア産業、新たなヘルス・コ
ミュニティモデルの創出を⽬指す。

Medical Edge Healthcare EdgeSocial Edge

健康脆弱化の予知・予防・改善
コンソーシアム

活⼒回復・向上社会具現化
コンソーシアム

次世代検診モデル開発
コンソーシアム

新たなヘルスケア産業、新たなヘルス・コミュニティ（地域と職域）モデルの創出

神⼾⼤学におけるエッセンシャルヘルスケア研究を基
盤に、新規開発の計測項⽬を加えつつ、総合的健
康度ポジショニングマップの⾃動化モデルを構築。総
合的健康度ポジショニングマップに様々な疾患を発症
した患者や回復患者に対して、同⼀計測項⽬を加
えた計測を⾏い、AIによるパスウェイ解析の俎上に乗
せる。本解析基盤の構築により、より精度の⾼い未
病域のリスク群、疾患発症のリスク群の抽出ができ、
これまでの健常者域でのハイリスク群抽出とそのパス
ウェイ解析⼿法が適正かどうかの評価判定ロジックを
開発。

Medical Edgeで創出されたAI（総合健康パス
ウェイ解析評価判定ロジック）を利活⽤することによ
り、既存のヘルスケアサービスのリモデリングや新たなヘ
ルスケア・マーケティング⼿法の開発、新たなヘルスケ
アサービスモデル（オンラインサービスやメタバース利活
⽤、モバイルモデル（MaaS）等）、デバイス（ウェア
ラブル機器やアプリ等）の開発を⾏う。同時に、そうし
た事業の展開により様々な暮らしの現場から取得さ
れたデータをMedical Edgeにフィードバックするこ
とにより研究開発に資するプロセスを構築する。

Medical Edgeで創出されたAI（総合健康パス
ウェイ解析評価判定ロジック）を利活⽤することによ
り、次世代検診モデルを開発し、医療機関において
提供できるサービスを開発する。また、介護施設や⾼
齢者住宅等に訪問提供できるサービスモデルも開発
する。また、Social Edgeで展開する企業とも連携し、
⽇々の暮らし〜健診、疾病時における治療等がシー
ムレスに対応できるサービスを構築する。次世代検診
モデルで取得されたデータをMedical Edgeに
フィードバックすることにより研究開発に資するプロセ
スを構築する。
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３.プロジェクト全体構造図
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活⼒回復・維持・向上を軸としたリバイタル社会の実現エッセンシャルヘルスケア研究拠点

連携
（受診勧奨等）

介護施設・シニアレジデンス等病院・クリニック等

訪問型サービスの開発・提供医療機関へ
パッケージ提供

【健康経営・地域保健等】

【医療・介護】

既存医療病態
網羅的検査
リキッドバイオプシー

オミックス
疾患バイオマーカー

源流融合イメージング

PET, MRI, fMRI, 
MEG等融合
イメージング

機能的ゲノム
トランスクリプトーム
プロテオーム
メタボローム
エクスポソーム

エクソソーム
ctDNA/microRNA
腸内細菌叢
唾液中マーカー

健康計測・簡易計測による総合的健康度評価

KOKOROスケール
睡眠覚醒リズム
活動量、疲労度

形態イメージング機能イメージング 分子イメージング
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リキッドバイオプシー・バイオマーカー & 網羅的解析（オミックス）

総合的健康度
ポジショニングマップ

フィジカルヘルス 悪化良好

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

悪
化

良
好

炎症・免疫、生体酸化
自律神経、認知機能
血管機能、運動機能

ソリューション開発

健康脆弱化予防
健康増進、早期介入

発症遅延

新規健康計測

総合的健康度
ポジショニングマップ

健康脆弱化の予知・予防・改善
コンソーシアムなど

⾷品・飲料、製薬・サプリメント、化粧品・トイレタリー、
住宅・不動産、住設機器・家電、⾐類、⾃動⾞、
鉄道・運輸、旅⾏、保険、公共系、ITサービス、その他

全国の医療機関、
⾼齢者施設等へ事業展開

（研究開発拠点） （事業展開）

医療機関だからこそ提供できる
価値あるサービスパッケージの構築・提供

事業経営マインドを持った
全国の看護師・栄養⼠のネットワーク化

AI創出
（４つのコア研究を融合）

実証・実装の場

データの提供 コロナ回復後、活⼒度が下がっている⽅
へもサポート

★新たなソリューション
の連続的創出
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■新たなビジネスモデルの開発（新規）

地域・職域における
活⼒回復・維持・向上サービスの展開

くらしとしごと
幸福寿命延伸

医療と介護のネットワーク

神⼾⼤学、理化学研究所、
東京⼤学、慶應義塾⼤学等

Medical Edge

Healthcare Edge

Social Edge

■戦略拠点医療機関（数カ所）
・「活⼒回復・向上検診」（仮称・新規）
・「活⼒回復・向上外来」（仮称・⾃由診療）

コンソーシアムBLK1 コンソーシアムBLK２

コンソーシアムBLK３

研究開発

顧客創造

事業創造

市場形成
（社会実装）

３つのコンソーシアムブロック
の相互関係



Copyright(c) BiocK, Inc. All rights reserved.s

４.データマネジメントモデル 〜マイナポータルとの連携を⾒据えて〜
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Medical Edge Healthcare EdgeSocial Edge

健康脆弱化の予知・予防・改善
コンソーシアム

活⼒回復・向上社会具現化
コンソーシアム

次世代検診モデル開発
コンソーシアム

「IQVIA・データ駆動型健康⽀援プラットフォーム」をデータマネジメント基盤とする

特定健診情報
薬剤情報
アレルギー情報など

マイナポータルを通してデータ連携し、
新たなサービスを創出する基盤を構築

マイナポータルを連携活⽤した
健康⽀援サービス、
退院⽀援サービス、
緊急時⽀援サービス等の開発

【実証拠点】
①⺠間病院グループ、診療所
②調剤薬局
③訪問看護ステーション
④訪問介護ステーション
⑤⾼齢者施設
⑥まちづくり系NPO等

Social Edge 【第２期構想】

■健康計測データ等 ■暮らしのデータ
（運動・⾷事・休養、在宅医療、看護）

■各種サービス利⽤データ等、ぞの他

■⼈間ドックデータ
■医療検査データ等

e-Gov機能との連携／DFFT（Data Free Flow with Trust）／HL7 FHIR

API連携
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５.健康関数®分科会の活動イメージ
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Medical Edge

Healthcare Edge

Social Edge
実証・実装（事業化）

データの提供

データの提供

実証・実装（事業化）

健康脆弱化の予知・予防・改善
コンソーシアム

活⼒回復・向上社会具現化コンソーシアム

次世代検診モデル開発コンソーシアム

事業化・市場展開における連携

（注）「健康脆弱化の予知・予防・改善コンソーシアム」はCLOSED INNOVATION部分（データ利活⽤・管理等）

●研究成果の発表、知財活⽤事例の発表、事業化事例の発表
●各コンソーシアム活動の紹介、ビジネスマッチングの機会創出
●実証フィールドのマッチング、技術シーズと実証ニーズのマッチング、実証・評価のデザイン⽀援（獲得ノウハウ、知⾒等の提供等）

連携

【研究開発】 【市場創出】

健康関数®分科会（バイオコミュニティ関⻄）

■健康脆弱化の予知・予防・改善を推進する為の連携会議（仮称）

研究の深耕

事業化（B2B＆C）

事業化（B2M＆C）

エッセンシャルデータ・プラットフォーム（仮称）を構築
（IQVIA)
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６.健康関数®分科会のスケジュール（計画案）
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2023年 2024年 2025年 2026年 2027年
新個⼈情報保護法への

完全シフト（⾃治体条例等）
トリプル改定

（診療報酬、介護報酬、障害
者福祉サービス等報酬）

診療報酬改定 介護報酬改定

Medical Edge

Social Edge

Healthcare Edge

次世代検診モデルのプロトタイプ開発〜
特定の医療機関でのトライアル実施

次世代検診モデルの継続的なバージョンアップと
Medical Edgeへのデータフィードバックモデルを構築

実証フィールドのネットワーク化
および基盤コンソーシアムの組成

基盤コンソーシアムからの新たな共創ビジネスモデル（サブコンソ）の創出と、それに対しMedical Edgeで
開発した新規A Iモデルの実装、およびMedical Edgeへのデータフィードバックモデルの構築

エッセンシャルヘルスケア研究
【第１期】
（＋1500︓⼀般被験者）

エッセンシャルヘルスケア研究
【第２期】 計3,000被験者
（＋1500︓⼀般被験者）

エッセンシャルヘルスケア研究
【第３期】 計4,500被験者
（＋1500︓⼀般被験者）

データフィードバック

データフィードバック

研究成果
の実装

研究成果
の実装

第４期以降の
健康計測モデルの実施
（バリエーション展開等）

データマネジメント
プラットフォームの整備

データシェアリングサービス事業
の構築

★被験者を患者や回復患者に拡⼤

★⺠間病院グループ、クリニック等へPKGモデルを展開

★ヘルスケア版SMOモデルの構築

【Season1 (第１期〜第３期）】 【Season2戦略の検討・推進へ】

★オンラインモデル、MaaSモデルへの挑戦

★Social Edge 第２期のコンソーシアム組成検討


